
利用上の注意 

 

 

⑴  統計表中の記号 

「－」……………………… 該当数値なし 

「０」「０．０」………… 単位未満の数 

「△」……………………… マイナス 

 

⑵  不詳の取扱いについて 

統計データには、調査票に未記入や誤記入がある場合や、調査票に記入された内容の分類が

不可能である場合、「不詳」として取扱うものが存在します。 

平成 22年国勢調査から、従来一部の統計表を除いて掲載していなかった「不詳」の値につ

いて、以下の１又は２の方法で表章しています。 

   １．不詳そのものを表章 

     「不詳」の項目を、分類事項の最後に表章しています。 

   ２．合計に不詳を含めた表章 

     「不詳」の項目は表章していませんが、「総数」に不詳を含んでいるものです。この場

合、すべての項目を足しあげたものと、「総数」の差が不詳の値となります。 

 

⑶  国勢統計区について（地区別集計について） 

国勢調査は調査区を基本に調査しているため、集計する際も調査区を基に集計しています。 

国勢統計区とは、徳島市内の調査区を 23のグループに区分したものであり、市内 23行政地

区の区域と必ずしも一致しません。統計区の表記は地区名を表示してあるので、留意してくだ

さい。 

 

⑷  町丁・字等集計について 

町丁・字等集計についても、国勢調査の小地域（単位区）を基に集計しているため、各町丁・

字等名が必ずしも一致しないので、留意してください。 

    


